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1.提案評価基準書の位置付け 

この提案評価基準書（以下、「本基準書」という。）は、松戸市（以下、「市」という。）が

実施する新焼却施設設計・施工監理業務委託（以下「本業務」という。）を受託する事業者

について、公募型プロポ―ザル方式による募集及び選考を行うにあたっての評価基準等を定

めたものである。 

本基準書は、参加申込者から提出された企画提案書類を客観的に評価する基準として示す

ものであり、参加申込者は、本基準書とあわせて以下の書類を十分に理解した上で、必要な

書類を作成し、参加申込すること。 

ア.新焼却施設設計・施工監理業務委託 公募型プロポーザル 実施要領 

イ.新焼却施設設計・施工監理業務委託 仕様書 

ウ.新焼却施設設計・施工監理業務委託 公募型プロポーザル 様式集 

 

2.優先交渉権者選定の手順 

（１）審査機関 

本業務は、公募型プロポーザル方式を採用し、参加申込者が提出した企画提案書類の 

審査を公平に専門的知見に基づいて実施するため、松戸市新焼却施設設計・施工監理業

務委託プロポーザル選考委員会（以下、「選考委員会」という。）を設置している。選考

委員会は、本基準書に基づき、参加申込者から提出のあった企画提案書類及びプレゼン

テーションを基に総合的に評価を行う。 

 

（２）参加資格審査 

市では、参加申込希望者から、提出された参加資格に関する提出書類を基に、新焼却

施設設計・施工監理業務委託公募型プロポーザル実施要領（以下、「実施要領」という。）

において示した事項を満たしているかどうかの確認を行う。 

参加資格審査の結果、参加資格要件を満たしていることが確認された参加申込希望者

のみ、次段階の企画提案書類の審査に参加できるものとし、参加資格要件を満たしてい

ない又は提出書類に不備がある参加申込希望者は失格とする。なお、参加資格審査の結

果については、全参加申込希望者に通知する。 

 

（３）企画提案書類の審査 

市及び選考委員会では、企画提案書類に記載された内容が本基準書に示す事項を満た

しているかどうかの確認を行う。 

審査の結果、実施要領に基づき当該事項を全て満たしていることを確認した参加申込

者のみ、プレゼンテーション及びヒアリングに進むことができるものとし、提案基準を

満たしていない又は提出書類に不備がある参加申込者は失格とする。 
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（４）優先交渉権者の選定 

選考委員会において、総合評価点を算出し、市では、選考委員会における総合評価の

結果に基づき、優先交渉権者の選定を行う。 

 

  

【参加資格審査】

【企画提案書類の審査】

・提案基準の未達
・提出書類の不備 プレゼンテーション・ヒアリング

総合評価

優先交渉権者の選定

受託者の決定

図1　受託者決定までの流れ

失格

・参加資格要件の未達
・提出書類の不備

失格

参加資格確認結果通知

企画提案書類の提出

企画提案書類の確認

実施要領等の公表

参加資格確認書類の提出

参加資格の確認
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3.企画提案書類の審査方法 

市では、参加申込者から提出を受けた企画提案書類について、次に示す項目を審査する。

なお、当該書類が本基準書に記載している評価項目の内容を満たしていないと市及び選考委

員会が判断した場合は、その参加申込者は失格とする。 

 

（１）提出書類の整合確認 

ア.必要な書類がそろっているか 

イ.書類間の整合が図られているか 

 

（２）企画提案書類と評価項目との整合確認 

提案内容が本基準書の評価項目を満たしているか（ただし、実施要領や質問回答書の

内容等も考慮した上で判断する。） 

 

（３）評価項目及び配点 

合計点は１００点とする。選考委員会では、次ページの表 1で示す評価基準に基づき

評価を行い、点数化する。なお、審査に当たり、提案内容について参加申込者にプレゼ

ンテーションを求めるとともに、ヒアリングを実施する。 

 



 

 

 

表 1 評価項目及び配点 
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4.評価点の算出方法 

（１）評価項目「事業費」以外の点数化について 

５段階評価により評価項目別に得点を算出し、その合計を評価点とする。なお、評価

項目別の得点に小数点以下の数値がある場合は、小数点以下第２位まで求めることとし、

詳細は表２に示す。 

表 2 点数化方法 

 

 

（２）評価項目「事業費」の点数化について 

評価項目のうち「事業費」の点数化については、事業費に記載された金額が、提案限

度額以下の範囲内の者のうち、最低の者を配点の満点である５０点とし、次の方法で算

出する。 

 

５０×（最低見積価格／見積価格） 

 

※最低見積価格：提案限度額以下の範囲内の見積価格のうち、最低の価格 

見積価格  ：参加申込者から提出された見積価格 

 

5.総合評価 

表１で示した評価項目の評価点を各選考委員が算出し、各項目の平均点の合計で最も点数

の高い参加申込者を優先交渉権者と選定する。また、次に点数の高い参加申込者を優秀提案

者（次点者）とする。 

なお、評価点が同点で最優秀提案者が２者以上となったときは、評価項目「業務の実施方

針及び手法」の合計点数が高い提案を行った者を優先交渉権者として選定する。 

この場合において、当該点数が同点であるときは、「業務の実施体制」の合計点数が高い提

案を行った者を優先交渉権者として選定する。 

なおも点数が同点であった場合は、選考委員会に諮り、優先交渉権者を選定することとし、

優秀提案者についても同様とする。 

また、点数が６割に満たない者は失格とし、提案者が１者であった場合も点数が６割以上

であれば優先交渉権者とする。 

評価 評価内容 点数化方法

A 特に優れており、提案内容に大きな期待ができる 配点×1.00

B ＡとＣの間である 配点×0.75

C 優れており、提案内容に期待ができる 配点×0.50

D ＣとＥの間である 配点×0.25

E 要求水準を満たす程度である 配点×0.00


